
難民救済

ブ リ ュ ッ セ ル 自 由 大 学 の 学 生
が“ULB Students with refugees” 
(UWR)を設立し、ブリュッセルに来
る難民と連携を取り、救済活動を始
めた。代表者の1人アストリッド・
ムランゴさんは、ブリュッセルの難
民の言葉、精神面への手助け、受け
入れ家族、移民の手続きなどをワロ
ンとフランダースが協力して動くべ
きだと語った。10月はじめに閉鎖された難民施設Parc Maximilienに
代わって、ブリュッセル北部のWTCIII付近での難民支援活動は順調
に開始され、200人のボランティアが300人の難民の世話をしている
という。ブリュッセル自由大学の社会科学部副学部長は、難民から
10人の大学生を受け入れると語った。

毎日8件

連邦警察は、2014年2,882件のレイプ事件を記録した。これは、1日
8件に相当する。しかし、これらの事件のうち、たった7.2%しか警
察に被害届が出されていない。ほとんどの被害者は、警察に被害届
を出しても意味がない、加害者に刑罰を与えるには、レイプの事実
を証明する必要があり、簡単ではないという。2010年には、7人の
女性がレイプ事件により死亡した。

日本航空機到来

10/25、全日空のボーイング787-8型機
(愛称ドリームライナー)がブリュッセ
ル空港に到着した。ブリュッセル空港
では、クリス・ペーテルス副首相、ジ
ャックリンヌ・ガラン交通大臣、片
野坂真哉ANAホールディングス代表
取締役社長、アルノー・フェイスト
ブリュッセル空港CEO出席のもと、
セレモニーが行われた。14年ぶりに
日本航空会社が毎日ブリュッセルに運
航することで、ブリュッセル空港と関
連会社に100人の新たな雇用者が必要
となり、ベルギーの経済に貢献する
ことになる。さらに、2016年のベルギーと日本の友好150周年記念
に関連して、旅行者や企業のベルギー進出にも拍車をかけるであろ
う。2014年、11万2千人の日本人がベルギーを訪れ、1万9千人のベ
ルギー人が日本を訪問した。

エチオピア航空が移動

週5便のエチオピア航空の貨物部門が、11/1にブリュッセル空港から
オランダ・マーストリヒト空港に移転し、週9便を運航すると発表
した。これに伴いブリュッセル空港は、年間4万トンの貨物と400人
の労働者の職を失う。
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売れ残り販売

毎年ヨーロッパで8千9百万トンの
食物が捨てられており、ベルギーで
は、捨てる食べ物の30%が家庭から
の残飯などで、残りは販売業者、生
産者、物流業者からの廃棄物として
捨てられる。ところが、ベルギーで
は毎年22万4千人の人が貧困により
食料提供を求めている。そこで、ベ
ルギーのあるグループが、インターネットサイトを設立し、売れ残
り食品をネット販売することにした。www.foodwe.beで販売者登録
をし、使用期限の切れていない未開封の食べ物を最大で定価の60%
で販売でき、貧困者支援団体などが購入できる。このシステムは、
オランダでも運用されている。

温暖化

11月の平均気温は8.5°Cであるのに対し、2015年11月前半10日間の
平均気温が13.7°Cと2011年の平均気温12.3°Cを更新した。これは、
亜熱帯地方からの非常に暖かな空気が適度な強い風となってベル
ギーに届き、気温が低下するのを防いだことによる。

ベルギー人も犠牲に

11/13夜、フランス・パリで起きた同時多
発テロ事件で、129人が犠牲となったうち
3人はベルギー人であった。11/14、18hブ
リュッセルのグランプラスでは、犠牲者
への追悼のため1分間の黙祷が行われた。
シャルル・ミシェル首相は、少なくとも
この週末は不要にパリに出かけないよう
にとベルギー人に呼びかけた。さらに、フランスと協力して、空港
や駅での国境コントロールを強化し、コンサート会場や競技場など
人々の集まる場所での脅威度評価をレベル2から3へ引き上げ、その
後ベルギー全土をレベル3にした。国連の調査によると、ベルギー
はヨーロッパ内で人口に対するシリア、イラクへ出向いたジハード
主義者の数が多い国である。

テロ事件その後

11/13夜、フランス・パリで起こった多発テロ事件時に使用された
車がベルギーナンバーのレンタカーであることが判明し、残されて
いた駐車場のチケットからブリュッセル市モーレンベーク(Molen-
beek)区から来たものと分かった。11/15、ブリュッセル市に住む
Salah Abdeslam(26)が事件容疑者として、フランス、ベルギー両国
から指名手配された。

今年のセレモニー

11/15、王室の日のセレモニーがアルベール元国王とパオラ元王妃、
彼らの長女アストリッド王女夫妻出席のもと、ナミュールのカテド
ラルSaint-Aubainで行われた。アルベール元国王は、11/13に起きた
パリでのテロ事件犠牲者とその家族に対し、深い悲しみの意を表し
た。セレモニーは短縮され、悲しみに満ちた中で行われた。


